
注　意

1． 指示があるまで，手を触れないこと。

2． 指示に従って，解答用紙に受験番号（算用数字）および氏名をはっきりと記入す

ること。

3． 解答は，解答用紙の指定された箇所に，横書きで記入すること。

4． 問題冊子は 7ページ，解答用紙は 1枚である。もし，問題冊子の落丁，乱丁およ

び解答用紙の汚れなどがあれば，ただちに申し出ること。

5． 問題冊子は持ち帰ること。

2026年度入学試験問題

一般選抜前期日程

小　論　文
「論述（図表理解）」

〔看護学部〕
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問題

図表 1～ 6は，悪性新生物（がん）とがん検診に関する図表です。これらをもと

に，以下の設問に答えなさい。

設問 1

図表 1， 2をもとに，悪性新生物（がん）の現状について，300字以内で述べなさ

い。

設問 2

設問 1の内容を踏まえつつ，図表 3～ 6のすべてを用いてがん検診の課題を説明

し，その対策についてあなたの意見を 500字以内で述べなさい。
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図表 3‒1　がん検診を受診した者の割合（男性）

2013 年　 2016 年　 2019 年　 2022 年
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（備考）1．入院者は含まない。
2．2016 年の数値は，熊本県を除いたものである。

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」より作成

図表 3‒2　がん検診を受診した者の割合（女性）

2013 年　 2016 年　 2019 年　 2022 年（％）
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（子宮頸がん）
（20 ～ 69 歳）

乳がん検診
（40 ～ 69 歳）

（備考）1．入院者は含まない。
2．子宮がん検診および乳がん検診は過去 2年間の受診の有無。
3．2016 年の数値は，熊本県を除いたものである。

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」より作成
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図表 4‒1　乳がん検診受診率（50 ～ 69 歳）の国際比較
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（備考）1．入院者は含まない。
2．�日本は「 2年に 1度」の受診が推奨されているため，当該年とその前年の検診受診者数の
合計（ 2年分）に基づく受診率。

3．英国はProgramme data，その他の国はSurvey data
出典：OECD「OECD Health Statistics 2024」より作成

図表 4‒2　子宮頸がん検診受診率（20 ～ 69 歳）の国際比較
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（備考）1．入院者は含まない。
2．�日本は「 2年に 1度」の受診が推奨されているため，当該年とその前年の検診受診者数の
合計（ 2年分）に基づく受診率。

3．英国はProgramme data，その他の国はSurvey data
出典：OECD「OECD Health Statistics 2024」より作成
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図表 5　がん検診を受診した理由（総数 694 人）
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（備考）1．�がんの予防・早期発見のために胃の内視鏡検査やマンモグラフィ撮影などによるがん検診を
「 1年以内に受診した」，「 2年以内に受診した」と答えた者に，複数回答

出典：内閣府「がん対策に関する世論調査（令和 5年 7月調査）」より作成
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図表 6　がん検診を受診していない理由（総数 905 人）
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がん検診そのものを知らないから

がん検診を受けても，
見落としがあると思っているから
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（備考）1．�がんの予防・早期発見のために胃の内視鏡検査やマンモグラフィ撮影などによるがん検診を
「 2年より前に受診した」，「今までがん検診を受けたことはない」と答えた者に，複数回答

出典：内閣府「がん対策に関する世論調査（令和 5年 7月調査）」より作成


